
【令和12年度開校予定】 

統合小学校に関するアンケートのお願い 

重春地区・野村地区・芳田地区統合新小学校 開校準備委員会だより No.１ 

回答方法は裏面を参照 

重春小・芳田小の両校の子どもたちどうしの交

流や学習も進めています。（小・小交流の様子） 

 

 

 

 

 

 西脇市教育委員会では、令和６年１月に「西脇市立学校学習環境規模適正化推進計画」を策定し、令和12

年４月１日に重春小学校と芳田小学校を統合し、現在の重春小学校の場所で、統合新小学校を開校すること

としました。また、統合に併せて、校舎等の建替えも計画しています。 

 この度、重春地区・野村地区・芳田地区の小学校の統合を円滑に進 

めるために、各地区の代表者、各小学校のＰＴＡ代表、教職員並びに 

未就学児保護者から構成される「重春地区・野村地区・芳田地区統合 

新小学校開校準備委員会」（以下「開校準備委員会」という。）を立ち 

上げました。今後、開校準備委員会では令和12年４月の開校に向け 

て準備を進めていきます。 

【開校準備委員会について】 

 第１回開校準備委員会を12月９日（火）にMiraie多目的ホールで開催しました。 

【 委員構成 】                       【 第１回主な会議内容 】 
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【 協議の主な内容 】➤統合小学校についてアンケート実施を決定 

● 統合方法について、新設統合か吸収統合かを協議するが、 

小学校と地域は密接な関係にあるので、アンケートを取って、 

その結果も踏まえて、協議したいがどうか。 

● アンケートの対象について、現小学校の保護者だけではな 

く、将来、統合小に通うことになる未就学の子どもの保護者 

等も含めた全地域住民を対象にしたアンケートにしたい。 

 

● 統合の際、子どもの心のケアが心配。どのようなケアを考えられているのか。 

➤ 教委回答）子どもたちがスムーズに統合校の学校生活を送ることができるよう様々な面で

体制や対応を検討していく必要があると考えています。 

例えば、学校の体制としては、スクールカウンセラーを中心に、心のケアをしていきた

いと考えています。さらに、教員については、統合によって一定の期間は通常よりも教員

を多く配置することも制度的には可能になります。また、統合後の学校に、統合前の学校

の教員がいないということも避けていきたいと考えます。クラス編制についても大きな課

題であると考えますので、編制方法を検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育長あいさつ 

２ 委員紹介 

３ 委員長・副委員長選出 

４ 開校準備委員会等 

・ 推進計画の概要について 

・ 委員会ｽｹｼﾞｭｰﾙ等について 

・ 重春小・芳田小の統合について 

・ 現重春小の校舎建替えについて 

※資料は市HPに掲載しています 

令和８年１月26日発行 
 



【 統合小学校についてのアンケート】２月１６日 回答期限  
 開校準備委員会における協議の参考とするため、統合方法などについて、 

アンケートを実施します。なお、アンケート結果のみで統合方法が最終決定 

されるものではありませんので、ご理解の上、ご協力をお願いします。 

〇右側の2次元コードを読み取り、質問事項に回答をお願いします。     

〇回答は、１世帯につき１回答とさせていただきます。ご家族で相談の上、 

回答いただきますようお願いします。 

 ※ なお、紙面での回答を希望される場合は、市役所教育委員会のほか、 

下記施設に回答用紙を置いていますので、ご記入の上、職員等にお渡しください。 

 ●用紙設置場所：Miraie ｺﾐｾﾝ事務所・芳田の里ふれあい館・市役所４階教育委員会 

 ●回答期限：令和８年２月16日（月） 

 

重春小学校 芳田小学校 

統合小学校

は、現在の重

春小学校の場

所に設置 

■新設統合 

・新設統合は、重春小学校、芳田小学校のどちらの学校も一旦

閉校し、新しい小学校を開校する。 

➤（例）：（仮称）西脇南中校区統合小学校 

※原則、校名が変わるが、旧校名と同じ校名とする場合もある。 

 

 ■校区再編（吸収統合） 

・芳田小学校を閉校し、重春小学校へ統合する。重春小学校の

校区を芳田小学校の校区を含んだ形に拡大（再編）する。 

※校名、校歌等は現在の重春小学校と変わらない。また、学校

の運営やPTA組織等も現状を基本として調整する。 

 

統合小学校 

【 統合方法について 新設統合と校区再編（吸収統合）とは 】※教育委員会説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 統合方法による違い 】 ※教育委員会説明 

視点（例） 新設統合 校区再編（吸収統合） 

校名・校歌等 
原則変更（制度的には、校名を変えない選

択も可能） 
変わらない 

校史・沿革等 両校とも一旦閉校となる。 
重春小の校史が継続される（芳田小の校史

等の継承方法について検討が必要）。 

子どもや保護者 

への影響等 

校名等の変更で、両校の児童や保護者にも

一定の影響や負担がある一方、両校の児童

が共に新しい学校生活をスタートできる。 

重春小の校名等は変更がないので、芳田小

の児童や保護者への影響が相対的
● ● ●

に大き

くなる。   

その他 
検討項目が数多くあり、検討や手続きに一

定の負担（時間・費用等）が生じる。 

検討や手続きにかかる負担（時間・費用等）

が新設統合に比べて、少ない。 

※子どもや保護者への影響等は、統合による影響のうち、統合方法が大きく関係する内容を記載しています。 

⇒ 他市町では、児童数の大小、学校の位置変更、学校制度の変更（義務教育学校等）などの状況に応じて統

合方法を選択しています。 

⇒ どちらの方法であっても、児童の通学の安全、心のケア、事前交流（合同授業、行事、クラブ等）は、同

様に検討します。また、現在の重春小学校の場所で、校舎等の建替え（新築）も同様に計画します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次回の会議は、令和８年２月頃を予定しています。なお、会議の結果や開校に向けた動き

は西脇市のホームページでお知らせします。 

【お問い合わせ先】：開校準備委員会事務局（教育委員会 教育管理部 教育総務課） 

電話：22-3111：内線4022 E-mail：gakushuu-kankyou@city.nishiwaki.lg.jp 

教育委員会 
ホームページ 

アンケート 

 

（2 次元コードは

各戸配布／回覧資

料に掲載） 


